
(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
知識・技能 76.1% 77.5% 63.7%

思考・判断・表現 65.1% 64.4% 75.9%
全体 70.9% 70.4% 71.0%

中学校第１学年【国語】
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○ 「知識・技能」においては通過率７７．５％と８割には届かなかったものの，「思考・判

断・表現」にいては，６４．４％と６割を超えており，授業改善が進みつつあることが分かり

ます。 

○ 領域別に見ると，「読むこと」に課題が見られます。「読むこと」では，「文章の構成や展

開，表現の効果について，根拠を明確にして考えることができるか。」を問う設問の通過

率が５８．３％となっていました。設問の内容としては問題提起文の場所を問う問題であり，

文章全体の構成を意識させる指導が必要です。 

○ 「読むこと」以外では，「話すこと・聞くこと」にやや課題があり，大問４の三の「互いの

立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，考えを広げたりまとめたりすることがで

きるか。」を問う設問では通過率３７．７％でした。設問の内容としては，司会がそれぞれ

の立場を明確にするために，意見を短く整理し，確認する発言を記述させる問題でした。

話し合いの途中で意見を整理する発言の重要性を指導する必要があります。 
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知識・技能
思考・判断・表

現 通過率 無解答率 通過率 無解答率

1 1
小６
小４

○ ○ 96.6% 0.8%

2 2 小６ ○ ○ 99.4% 0.0%

3 3 小５ ○ ○ 68.2% 15.6%

4 二 中１ ○ ○ 83.2% 0.2%
　文意や熟語の意味から正しい漢字
を判断することができるか。（中１
知識及び技能⑴イ）

5 三
小３
小４

○ ○ 43.5% 14.2% 　漢字の部首名を正しく答えること
ができるか。

6 四 中１ ○ ○ 61.8% 0.1% 　単語を理解し，適切に区切ること
ができるか。

7 五
小３
小４

○ ○ 80.3% 0.1%
　例文から故事成語の意味を考え，
正しい意味を判断することができる
か。

8 六 中１ ○ ○ 53.2% 0.2%
　語句の辞書的な意味と文脈上の意
味の関係を考えて，正しい意味を判
断することができるか。

9 1 中１ ○ ○ 81.9% 2.6% 　歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに
直すことができるか。

10 2 中１ ○ ○ 98.0% 0.1% 　古語の正しい意味を理解できる
か。

11 3 中１ ○ ○ 86.7% 1.3% 　古文の内容と古語の意味を正しく
理解できるか。

12 一 中１ ○ ○ 58.3% 0.4%
 　文章の構成や展開について,根拠
を明確にして考えることができる
か。

13 二 中１ ○ ○ 60.8% 3.4%
　事実と意見との関係などについ
て，叙述を基に捉えることができる
か。

14 三 中１ ○ ○ 51.4% 0.5%
　文章の構成や展開、表現の効果に
ついて、根拠を明確にして考えるこ
とができるか。

15 四 中１ ○ ○ 44.5% 0.5%
　事実と意見との関係などについ
て，叙述を基に捉えることができ
る。

16 五
小３
小４

○ ○ 61.8% 0.5%
　文章と図表を結び付けて内容を理
解することができるか。

17 一 中１ ○ ○ 57.6% 7.4% 　集めた材料を整理し，伝えたいこ
とを明確にすることができるか。

18 二 中１ ○ ○ 87.3% 6.0%
　読み手の立場に立って表記や語句
の用法，叙述の仕方などを確かめ
て，文章を整えることができるか。

19 ① 中１ ○ ○ 80.5% 9.7%

20 ② 中１ ○ ○ 57.9% 11.0%

21 一 中１ ○ ○ 84.4% 1.8%
　話題の展開を捉えながら話し合
い，互いの発言を結びつけて考えを
まとめることができるか。

22 二
小５
小６

○ ○ 88.6% 2.2% 　資料を活用して，自分の考えが伝
わるように表現を工夫できるか。

23 三
小５
小６

○ ○ 37.7% 9.4%
　互いの立場や意図を明確にしなが
ら計画的に話し合い，考えを広げた
りまとめたりすることができるか。

24 四 中１ ○ ○ 66.1% 17.6%
　話し合いの話題や展開を捉え，互
いの発言を結び付けて考えをまとめ
ることができるか。

問題数 11 4 4 5 11 13

出題割合 45.8% 16.7% 16.7% 20.8% 45.8% 54.2%

70.4% 4.4% 0.0% 0.0%

(2)　各設問の分類と平均通過率

　学年別漢字配当表に示されている
漢字を文や文章の中で正しく読んだ
り，書いたりすることができるか。
（中１知識及び技能⑴イ）

一

三

七

　根拠を明確にしながら，自分の考
えが伝わる文章になるように工夫す
ることができるか。

4

計
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学習指導要領の領域

国語(中学校第１学年）

出題の意図出題学年

評価の観点 県平均設問 校内平均
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(３) 国語 ＜中学校第１学年＞ 
ア 特徴ある問題から 大問４三 

  （小学校学習指導要領解説（国語編）〔高学年〕A「話すこと・聞くこと」オ   Ｐ136 と関連） 
   学習指導要領解説には「互いの立場を明確にするとは，話題に対してどのような考えを持っているのかを

互いに明らかにすることである。」とあります。そこで本問題では，単にそれぞれがどのような考えをもってい
るかをまとめさせる問題ではなく，話合いの様子から，司会の役割として話合いの参加者がそれぞれどのよ
うな考えをもっていたかを整理する発言としてまとめさせる問題を出題しました。 

     話合いの様子を切り取って，その会話の中の発言を作る問題は，全国学力・学習状況調査でもよく出題
される内容です。私たちはこの問題の予想通過率を５０％と設定して出題しました。 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

     
 

イ 授業改善のポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

➀  試しの話し合いなどを行わせ，立場を  
明確にさせる発言があったかどうかを，タ 
ブレットの録画を振り返り検証します。 
  その際，司会者がそれぞれの意見を整 
理し，立場を明確にさせる発言があるとよ 
いことに気付かせます。 

 

②③  話し合いの場を複数回設定
し，その中で，司会の立場を明
確にさせるような発言があった
かどうかを振り返ります。 

問題の内容は左のようになります。司会
である田中さんが，話合いの途中で，みん
なの意見を整理する発言として，どのよう
に発言したらよいかを記述式で答える問題
です。 

本問題における平均通過率は 37.7％，
無答率 9.4％でした。原因としては，司会
の役割として，どのような発言をすることが
「互いの立場を明確にする」発言なのかを
取り立てて指導していないところにあると
考えます。 

そこで，ＩＣＴ機器の利点を最大限生かし
て，次のような授業改善が考えられます。 

二次元コードを読み取り，「県総合教育センター
『学びの地図』に掲載中の鹿児島学習定着度調査
解説動画」を見てみよう！ 🔍 
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(1)　中２平均通過率と受検者の正答数分布

全体 70.9%

中２
63.7%
75.9%
71.0%70.4%

65.1% 64.4%
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学年別平均通過率
知識・技能

思考・判断・表現

76.1% 77.5%

75.0%

69.1%

80.5%

63.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

知識及び技能

内容・領域別平均通過率

○ 他の学年と異なり，「知識・技能」に係る設問の通過率が６３．７％と低く，課題がありま

す。その一方「思考・判断・表現」は７５．９％と７割を超えており，授業改善が進みつつあ

るといえます。 

○ 「知識及び技能」では，形容詞の活用形を問う設問の正答率が低い状況です。例年通

過率が低い内容ですが，今年度は，出題の形式を，なぜその活用形になるのか，考え方

のプロセスを文章化した問いに変更しました。これらの考え方のプロセスをしっかりと指

導していく必要があります。 

〇 領域別に見ると「書くこと」にやや課題があります。特に大問３の一は，「読み手の立場

に立って，表現の効果などを確かめて，文章を整えることができるか」を問う設問で，文

末を書き換えた意図を選択肢で問う設問ですが，書かれている表現が，自分の考えを明

確に伝える文になっているかを，読み手の立場から検討することが大事であることを指導

する必要です。 
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各受検者の正答数（全体）の分布 国語

中学校第２学年【国語】

28



大
問

中
問

小
問

知識・技
能

話す
こと
聞く
こと

書くこ
と

読むこ
と

知識・技能
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現 通過率 無解答率 通過率 無解答率

1 1 小４ ○ ○ 62.3% 4.8%

2 2
中１
小４

○ ○ 13.3% 5.8%

3 3 小６ ○ ○ 62.3% 14.3%

4 4
小６
小５

○ ○ 60.3% 8.1%

5 二 中２ ○ ○ 63.6% 0.2% 　動詞の活用形を理解しているか。

6 三 中２ ○ ○ 79.9% 0.1%  尊敬語を正しく理解しているか。

7 四 中１ ○ ○ 46.6% 0.2%  行書の特徴を理解しているか。

8 1 中１ ○ ○ 92.9% 1.1%
 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
すことができるか。

9 2 中２ ○ ○ 77.4% 0.2%  古文の動作の主を理解しているか。

10 3 中２ ○ ○ 85.6% 0.2%  古文を読んで，文意を捉えることが
できるか。

11 一
小５
小６

○ ○ 56.2% 0.3%  係り受けを正しく理解しているか。

12 二 中１ ○ ○ 89.3% 0.2%  事実と意見との関係などについて，
叙述を基に捉えることができるか。

13 あ 中２ ○ ○ 91.2% 0.4%

14 い 中２ ○ ○ 91.2% 0.4%

15 四 中１ ○ ○ 81.9% 0.5%  事実と意見との関係などについて，
叙述を基に捉えることができるか。

16 ア 中２ ○ ○ 59.5% 5.1%

17 イ 中２ ○ ○ 70.3% 7.4%

18 六 中２ ○ ○ 80.1% 5.3%
　目的に応じて複数の情報を整理し
ながら，適切な情報を得ることがで
きるか

19 一 中２ ○ ○ 72.9% 0.5% 　読み手の立場に立って，文章の内
容を整えることができるか。

20 二 中２ ○ ○ 60.4% 0.6%
　具体例を加えたりして，自分の考
えが伝わる文章になるように工夫す
ることができるか。

21 ① 中１ ○ ○ 75.4% 9.5%

22 ② 中１ ○ ○ 67.7% 11.6%

23 一 中１ ○ ○ 79.9% 1.0%
 話題や展開を捉えながら話し合い，互い
の発言を結びつけて考えをまとめること
ができるか。

24 二 中２ ○ ○ 58.9% 1.2%
 目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，
異なる立場や考えを想定しながら集めた材料を整理し，
伝え合う内容を検討することができるか。

25 三
小５
小６

○ ○ 73.0% 1.4%
 話の内容が明確になるように，事実と感
想，意見を区別するなど，話の構成を工
夫することができるか。

26 ① 中２ ○ ○ 90.7% 7.5%

27 ② 中２ ○ ○ 72.6% 8.3%

問題数 11 5 4 6 11 16

出題割合 42.3% 19.2% 15.4% 23.1% 42.3% 61.5%

71.0% 3.6% #DIV/0! #DIV/0!

国語(中学校第２学年）

出題の意図出題学年

評価の観点設問

(2)　各設問の分類と平均通過率

県平均 校内平均
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学習指導要領の領域

　根拠を明確にしながら，自分の考
えが伝わる文章になるように工夫す
ることができる。

五

　学年別漢字配当表に示されている
漢字を文や文章の中で正しく読んだ
り，書いたりすることができるか。

　目的に応じて複数の情報を整理し
ながら，適切な情報を得ることがで

きるか。

 　論理の展開などに注意して聞き，話し
手の考えと比較しながら，自分の考えを
まとめることができるか。

  文章と図を結び付けて，内容を解釈す
ることができるか。

計
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(３) 国語 ＜中学校第２学年＞ 
ア 特徴ある問題から 大問４二 

  （中学校学習指導要領解説（国語編）〔第２学年〕A「話すこと・聞くこと」 ア Ｐ87 と関連） 
   学習指導要領解説には「異なる立場や考えの聞き手に自分の考えを伝えるためには，根拠となる情報を 
幅広く収集することが重要である。」とあります。そこで本問題では，単にグラフだけを示して考えさせるので
はなく，写真等も提示して選択する問題を出題しました。複数の情報を関係付けて答える問題は，例年通過
率が低く，特に図やグラフ，写真等，非連続型テキストの情報を関係付けて答える問題は苦手としています。 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  具体的には，プレゼンテーション進行表にある②の部分にどのような資料を示したら良いかを考えて選 
択する問題でした。本問題の平均通過率は 58.9％，無答率 1.２％でした。原因としては，写真やグラフ等， 
非連続型テキストを情報源として検討する授業が十分になされていない可能性が考えられます。そこで授 
業改善として，次のような工夫が考えられます。 

 
イ 授業改善のポイント 
  学習者主体で，情報をそれぞれ集めさせる活動と，その集めた情報を持ち寄り，その情報からどんなことが
意見として言えそうかを検討させる場面を設定することが大切です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ➀  学習者主体の授業改善を進め
るためには，討論のテーマを決め
る際には，いくつかのテーマを提
示し，生徒が討論したい内容を
決めて，そのテーマに応じた情報
を集めます。 

➀  討論のテーマを決めて，情報を
収集させる際に，学校図書館や
ICT を積極的に活用し，文章で
まとめてある図書資料以外にも，
図や表，写真等，非連続型テキス
トも資料として使わせ，考えさせ
たり，発表させたりします。 

二次元コードを読み取り，「県総合教育センター
『学びの地図』に掲載中の鹿児島学習定着度調査
解説動画」を見てみよう！ 🔍 
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